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若 年 性 認 知 症 に つ い て

　若年性認知症は、18 歳以上 65 歳未満で発症する認知症を総称した言い方です。
　発症年齢が若く、子育て世代・働き盛りの世代にも重なるため、家庭内でも社会・経済的にも、
この世代特有の課題を抱えることが多くなります。
　これまでスムーズに行えていた仕事や家事がうまくいかなくなることが徐々に増え、「何かおかし
い」と最初に変化に気付くのがご本人自身であるケースが多いと言われています。「自分は認知症に
なったのではないか」その不安は計り知れないものであり、不安や悩みを一番感じているのはご本
人です。
　不安や悩みを一人で抱え込まず、ご本人らしい生活が継続できるよう、早いうちに相談しましょう。

　どこに相談したらいいかわからず一人で悩んでいませんか？
　ご本人とご家族同士の交流の機会もあります。お問い合わせください。

若年性認知症コールセンターもあります。（認知症介護研究・研修大府センター）
フリーコール（無料）0800-100-2707　月曜～土曜（祝日を除く）午前 10 時～午後 3 時
http://y-ninchisyotel.net/	 水曜日のみ　午後 7 時まで

名　　称 住　　所 相談窓口電話番号 相談対応時間

総合リハビリテーション
センター・みどり病院 中央区神道寺 2-5-1 025-244-5566

電話相談 月曜～金曜（祝日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 30 分

来所相談 月曜～金曜（祝日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 30 分（予約制）

白根緑ケ丘病院 南区西白根 41 025-372-4107
電話相談 月曜～金曜（祝日を除く）

午前９時～午後５時

来所相談 月曜～金曜（祝日を除く）
午前９時～午後５時（予約制）

医　療医　療
・�近くの認知症専門医情報を知りたい
・�会社から受診を勧められているけれど…

財産管理・契約等財産管理・契約等
・�財産の管理や福祉サービスなどの手

続きについて知りたい

就　労就　労
・�仕事で失敗することが増えてきた。

でも仕事を続けたい

経済的な援助経済的な援助
・�会社を退職して、収入がなく不安
・�医療費助成や障がい年金など利用で

きるサービスが知りたい

福祉サービス福祉サービス
・�どんな福祉サービスがあるの？
・同じ病気の人と話がしたい
・介護の方法がわからない

新潟県のホームページで、「若年性認知
症の人と家族の支援ガイドブック」がご
覧になれます。

新潟県　若年性認知症 検索


